
「地域包括ケアシステムの考え方とその実践」 
 
 

富士宮市における地域包括ケアシステム 
構築の取り組み 
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富士宮市の現状 

全人口 １３５，２００人

高齢者数 ３３，４２３人

高齢化率 ２４．７％ → 日本2013.10  25.1％

身体障害者手帳 ４，７３２人

療育手帳 １，０２０人

精神障害者保健福祉手帳 ４３５人

要支援１・２ １，１２０人

要介護１～５ ４，１４１人

日常生活自立度Ⅰ １，１１０人

日常生活自立度Ⅱ １，８７０人

日常生活自立度Ⅲ以上 １，８８８人

合計 ４，８６８人 → ６５歳以上の１４％

７．１人に一人

富士宮市全世帯数 ５３，１６０世帯

高齢者のみの世帯 １０，６３４世帯 → 全世帯の２０％

６５歳以上二人暮らし世帯数 ４，９０９世帯

６５歳以上単独世帯数 ５，３６２世帯 → 全世帯の１０％

持ち家率 ７４．５％ → 全国６２．１％　静岡県６５・７％

生活困窮（経済的困窮）相談件数 ６５４件

生活保護受給者数 ５５４人 → ０．４％（１０００人に４人）

自死者数 ２７人 全国１．５６％　静岡県０．６９％（全国３９位）

生活福祉資金利用世帯数 ２７人 厚労省「福祉行政報告例H23.2」

人口　　（H26.5.1現在）

認知症高齢者　 (H26.4.1現在）

その他（H25年度）

高齢者世帯数（H26静岡県高齢者福祉行政の基礎調査）

介護認定者数  (H26.4.30現在）

手帳所持者数　（H25.3.11現在）
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 先進諸国の医療サービスは、急性期医療を高度に
発展させてきた。このシステムでは、 

 急性期患者が入院すれば、高いコストパフォーマン
スが得られた。 

 慢性疾患を複数抱え、回復が遅い高齢患者に対し
て、同じシステムで対応しても、成果は低くなる。 
 
※（2012年度厚労省調査では、一般急性期病院でありな 
  がら、医療処置が必要ない患者の割合が50％を超えて 
  いる） 

「概ね30分以内に駆けつけられる範囲（中学校区等）の中で、医療と
介護の統合ケア（integrated care）が提供できるというケア体制」 

日本の統合型のケア（Integreated care）の概念 

慢性期ケア（水平統合） 

医
療
分
野
に
お
け
る
機
能
分
担 

医療・介護・生活支援の連携 

地域を基盤としたケア (community based care) 

生活圏域で     
体制整備 

地域包括ケアシステムの推進 

（参考）日本経済新聞（2014.10.28) 
 医療・介護改革の論点（下） 地域包括ケア、住民主体で 兵庫県立大学教授 筒井孝子 
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  ①急性期から回復期、更には慢性期へと至る垂直統合     
   ・急性期入院医療（富士宮市立病院、N病院、 F病院等） 
   ・包括ケア病棟（亜急性期対象 入院リハ→在宅 レスパイトケア） 
   ・回復期におけるリハビリテーション  
    （K病院、Iリハビリ病院、Fクリニック等）     
   ・介護等の生活維持期のケア 
    （K病院、S病院、F病院等）  
     

②医療・介護・４つのケア主体（自助・互助・共助・公助）の主体的参画 
 ・フォーマルサービス連携 
  在宅療養支援診療所（１箇所）、訪問介護ステーション（５箇所 ）           
  居宅介護支援事業所（４３箇所）、介護サービス提供事業所 
 ・インフォーマルケアの担い手 
 →家族、友人、ボランティア、地域住民等（コモンな互助） 
  旧来の地縁的共同体から市民社会的な組織へ移行［地区社協（１４）・NPO）］ 

富士宮市の統合型のケア（Integreated care）は？ 

慢性期ケア（水平統合） 

医
療
分
野
に
お
け
る
機
能
分
担 

医療・介護・生活支援の連携 

地域を基盤としたケア（community based care） 

生活圏域で     
体制整備 

地域包括ケアシステムの推進 

       医療連携パス 
       ・脳血管疾患 
       ・大腿骨頚部骨折 
 

 ケアサービスの連続性と統合の向上。 
 ケアの質、アクセス、効率性を改善。 

目的 
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支援が必要な人を支えるための、 

関係者によるネットワーク！ 

主治医の先生 

ケアマネ 

成年後見人 

地域包括支援センター 

関係者のコーディネイト 地域の組織 

（民生委員・自治会・地区社協） 

行 政 

地域のサービス 

（ボランティアなど） 

介護保険サービス 

（ヘルパー・ 

デイサービスなど） 

施設 

Aさん  
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地域包括ケア（ネットワーク） 
のイメージ 



 

北山・山宮 

 

上井出支部 

富士宮市 

 地域包括支援 

    センター 

生活圏域 自治会支部１１ヶ所 

地域型支援センター１０ヶ所 

 

富士根北支部 

 

富士根南支部 

 

大宮中支部 

しらいと 

のぞみ 

みゆき 

高原荘 
 

大宮東支部 

星の郷 

富士宮社協 

フジヤマ  

上野支部 

・地域包括支援センター 

 地域包括支援センターは市直営１ヵ所 

・地域型支援センター（ブランチ）の配置 

 地域型支援センターを生活圏域ごとに配置１０ヶ所 

・地域型支援センターに総合相談支援業務を委託 

 ①関係者とのネットワーク構築 

 ②本人、家族、近隣住民等からの相談受付 

 ③制度やサービスに関する情報提供 

 ④実態把握と緊急の対応、包括へのつなぎ 

  障害、児童等の相談はインテーク後包括へつなぐ 

・権利擁護業務への対応 

 高齢者虐待、消費者被害、困難事例等への対応は 

 地域包括支援センターへつなぎ、支援体制を構築 

 する。 

百恵 

 

大宮西支部 

 

富丘支部 

 

白糸支部 

 

芝川支部 

 

個別課題解決システム（公助） 

楓 
 

芝川支部 

H26.4.１現在 

富士根南 

6 

（柚野・稲子） 

（芝川） 



地域型支援センター 行政区の支部（区数） 人口（人） 高齢者人口(人） 高齢化率 

しらいと 北山支部  ・ 上井出支部（15） 11,810 3,162  26.8 % 

のぞみ 富士根北支部(9) 4,291 1,052 24.5 % 

富士根南 富士根南支部（16） 24,235 5,144 21.2% 

みゆき 大宮中支部(17) 24,384 5,456 22.4 % 

高原荘 大宮東支部(16) 18,493 4,643 25.1 % 

星の郷 大宮西支部(15) 12,579 3,515 27.9 % 

富士宮市社協 富丘支部(7) 22,672 5,342 23.6 % 

フジヤマ 白糸支部  ・  上野支部(12) 7,526 2,182 29 % 

福祉相談センター百恵 芝川支部(13) 4,629 1,405 30.4 % 

福祉相談センター楓 芝川支部(7) 4,637  1,446 31.1 % 

  合計 135,256 33.347 24.7 % 

富士宮市の地域型支援センター H26.4.1現在 
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生活圏域(11) 地区社会福祉協議会(区数) 圏域人口 高齢者人口 高齢化率 

上井出 上井出 (3) 2,716 891 32.8 ％ 

白糸 

白糸 (5) 2,058  609 29.6 ％ 

猪之頭 (1) 854  279  32.7 ％ 

その他 (3 麓、根原、富士丘） 273  68  24.9 ％ 

北山 北山・山宮 (8) 7,967 1,924 24.1 ％ 

上野 上野 (7) 5,468  1,573  28.8 ％ 

富士根北 富士根北 (9) 4,291 1,052  24.5 ％ 

富士根南 富士根南 (16) 24,235 5,144  21.2 ％ 

大宮中 
大宮 (11) 10,986  3,207  29.2 ％ 

大富士 (6) 13,398  2,249  16.8 ％ 

大宮東 大宮東 (16) 18,493 4,643  25.1 ％ 

大宮西 大宮西 (15) 12,579  3,515  27.9 ％ 

富丘 富丘 (7) 22,672 5,342  23.6 ％ 

芝川 
芝川 (11) 6,062 1,935 31.9 ％ 

柚野・稲子 (9) 3,204  916  28.6 ％ 

  合計 135,256  33,347 24.7 ％ 

富士宮市の生活圏域 H26.4.1現在 
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H25年度 総合相談実績 
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（専門職） 
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参考資料 

富士宮市における 
民・産・学・官の取り組み事例 
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産の取り組み 
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産の取り組み 
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産の取り組み 
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産の取り組み 



Fujinomiya City Ninchisho Spporter 

身近なサポートが増えています!! 

「ちょっとしたサポート」をお願いできる方の目印として、シールを作成しました。
ご自宅やお店、タクシーなど、多くの方に貼っていただいています!! 

産の取り組み 
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サポーターが増えて・・・・ 

街角アンケートから 

   １１月、１６市に来ている６９人の方に駅前通で声をかけて 
   アンケートを行いました。 

① ７割の方は認知症になったら周囲に伝えたいと考えています 

② 全体の１／３に当たる方が「声かけ」 「様子を見に訪問する」 

   「おかずを持っていく」などサポートした経験がある 

③ ちょっとした手助けとは 「あいさつ」 「声かけ」 「話し相手」 

   が６割以上の方に支持されました 

 町のサポーターとお困りの当事者が繋がる機会を 

産の取り組み 
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●地域見守り安心事業  

 新聞配達や宅配業者など高齢者のご自宅に訪問する機会のある事業所の
皆様や、スーパー・コンビニ・郵便局など普段お客様と接する機会のある店舗
の皆様にご協力をお願いして、「あれちょっと気になる」と思った時に、相談機
関にご連絡いただくことでご協力をお願いしています。 

・市内新聞店 ㈱鈴木新聞店、㈱勝亦新聞店、㈱中野、㈱ＳＨＣ、 
 中日新聞富士宮専売店 H23.7 
・市内郵便局 H23.11 
・中央静岡ヤクルト販売株式会社（富士宮センター・小泉センター） H24.5 
・コープしずおか 富士センター H24.5 
・（公社）富士宮市シルバー人材センター H24.5 
・（公社）ＬＰガス協会 富士宮地区会 H24.10 
・（公社）富士宮清掃、芝川清掃 H24.12 
・（一社）静岡県信用金庫協会（富士宮信用金庫）H26.3 

産の取り組み 



事例１(新聞店） 

ある月の２０日から新聞が４日分溜まっている。電話してもでない。 

（朝刊しか頼まない一人暮らしの方） 

事例２(新聞店） 
高齢者の方と犬が一緒に住んでいるはずだが、新聞が５日分たま
り、犬の声もしない。 

電話を受け包括支援センターは市立病院や社協などに情報提供を
お願いした。その後、再度新聞店から電話が入り、本人と連絡がつ
いたとの連絡が入った。本人は自宅にいて元気だったので、この件
は大丈夫ですとのことであった。 

民生委員が大屋さんに連絡したところ、脳梗塞で倒れ、娘の所に身
を寄せているとのことだった。犬も別のところに預かってもらってい
るとのこと。 

民生委員さん経由で娘に連絡を取り新聞店にも連絡してもらった。 

協力企業様からの通報事例 

産の取り組み 
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事例３（おうちコープ） 

 利用者宅を訪問したところ、庭先で倒れており救急車を要請した。お
うちコープの見守りサービスの登録者であり、緊急連絡先にも連絡を
とった。市のあんしん見守り事業の取り決めのなかで、緊急事態が発
生した場合、市に通報することになっているため通報した。 

本人は要支援１の認定を受け、包括 包括支援センターのケアプラ
ンナーが担当。病院受診後、ショートステイを調整した。 

産の取り組み 
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 地域見守りあんしん事業の成果 

産の取り組み 
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学の取り組み（福祉教育） 

  キャラバンメイトとは、地域で暮らす認知症の人やその家族を応援する「認知

症サボーター」を養成する「認知症サポーター養成講座」を開催し、その講師
役を務める人です。 

 キャラバンメイトになるためには所定のキャラバンメイト研修を受講し全国
キャラバンメイト連絡協議会へ登録する必要があります。 



キャラバンメイトと認知症サポーター数 

推移 

（累計） H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 計 

認知症 

サポ 

ーター数 

３５人 

［１回］ 

５７２
人 

［１０回］ 

１，６８７
人 

［54回］ 

２，６９８
人 

［82回］ 

１，６９８
人 

［50回］ 

１，３１６
人 

［34回］ 

１，１２２
人 

［30回］ 

７７１
人 

［２８回］ 

９，８９９
人 

［2８９回開催］ 

キャラバ
ンメイト

数 

１７人 ６人 １５８人 ２人 ６０人 ４人 0人 ５６人 ３０３人 

学の取り組み（福祉教育） 
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学の取り組み（福祉教育） 



小・中・高学生サポーター養成講座終了後  

グループホーム 

 体験 

実際に認知症の方と 
ふれあう機会をつくる 

学生に継続した学びの場を 

学の取り組み（福祉教育） 
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グループホームヘ行ってきました。 

学の取り組み（福祉教育） 
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学の取り組み（福祉教育） 
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官との連携 
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• 地域包括支援センター 
• 地域型支援センター 
• 健康増進課 
• 居宅介護支援事業所 

富士宮市認知症早期発見・早期医療の体系図  

 
 

 
 

 
 

 
 

医
師
に
よ
る
発
見
ま
で
の
流
れ 

   認知症 相談機関  

相談 

受診勧奨の必要性
があるか 

受診を 

すすめる 

近隣・民生委員・会社 

専門職 等 

家 族 

情報提供 

や助言 はい 

いいえ（注１） 

＊（注１） 

認知症にて定期的な受診が 

ある場合 

もの忘れ相 

談連絡票 

相
談
機
関 

地
域 

本人 

 と家族他 

その他の取り組み 
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病院（かかりつけ医） 認知症かかりつけ医 
連携 

専門医 

通院相当 

認知症診断 

専門治療 
福祉への連携 

介護サービスを 

既に受けているか。 

はい いいえ 

受けていない場合 

包括支援センターに連絡 
受けている場合 

担当ケアマネージャに報告 

連絡 
報告 

医
師
が
発
見
し
た
の
ち
の
流
れ 

医
療
機
関 

その他の取り組み 
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医師会の取組み 
 
 相談窓口医療機関一覧表 

その他の取り組み 
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認知症かかりつけ医と相談機関との連携 

その他の取り組み 
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その他の取り組み 


